




































































































































































る。しかし、蓑原らは 10 段階濃度で 6 以上であった
地域住民を保健指導対象者として介入研究を行ってい
ることから（蓑原・伊藤・大谷，1988）、本研究では








































































































18 名、塩味では「過敏」15 名、「正常」6 名、酸味では
「過敏」2 名、「正常」6 名、苦味では「過敏」4 名、「正常」




た。甘味の「誤答」は、酸味が 2 名、苦みが 1 名、塩味
の「誤答」は甘味が 1 名、酸味の「誤答」は甘味と塩味
がそれぞれ 1 名であった。いずれの誤答も 1 ～ 4 の濃度
の段階で認められた。各味覚識別能の判定結果（段階）
の平均値と内訳について、表 3 に示す。









































い者は 15 名、基準値以上は 7 名であった。たんぱく
質の摂取量は、4 名が推定平均必要量（男性 50g，女
性 40g）以下、18 名が推奨量（男性 60g、女性 50g）
以上であった。総エネルギー量に占める脂質の比率で
は 19 名が目標量（20 ～ 25％未満）以上、炭水化物
の比率では 4 名が目標量（50％以上 70％未満）以下
であった。
　食塩摂取量の平均は 10.2 ± 5.2g/ 日で、表 3 に示す
食事摂取基準と比較すると平均 2.9 ± 5.2g、基準値を
超過していた。基準値（目標量）を超えて摂取してい
る者は 16 名で、中には 23.0g/ 日も摂取している者が
いた。亜鉛摂取量の平均は 7.9 ± 1.9mg/ 日で、基準値
（推奨量）に満たない者が 19 名であった。
　 ① 塩 分 摂 取 量 の 逸 脱 の 程 度（6.0g 未 満、6.0 ～
8.0mg、8.1mg 以上）、②亜鉛摂取量の基準値からの逸
脱の程度（基準値以上、基準値～男性 8.5 ㎎および女


















食は 18 名，副菜は 15 名，果物は 21 名）、主菜および
菓子・嗜好飲料の摂取が過剰である者が多かった（主
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図２　受講アンケート（講義内容と体験内容）





























































　30 歳代から 80 歳代までと年齢層の幅は広く、何らか
の理由で継続的に受診している者が 13 名（61.9％）に
のぼった。そのうち、高血圧や脂質異常症、糖尿病など











































　 本 研 究 の 参 加 者 の 総 ネ ネ ル ギ ー 量 は、1884.2±
402.8kcal、各参加者の基準値との差の平均は -240.8±



































10.2 ± 5.2g/ 日であった。平成 24 年国民健康・栄養調査
における成人の食塩摂取量の平均は 10.4g/ 日（男性
11.3g/ 日、女性 9.6g/ 日）、都道府県別の平均は、愛知










7.9 ± 1.9 ㎎ / 日であった。平成 24 年国民・栄養調査に
おける亜鉛摂取量の平均は、30 歳以上の男性で平均 8.5
～ 9.0 ㎎ / 日、30 歳以上の女性で 7.1 ～ 7.5 ㎎ / 日、東















































































































































つのテーマについて講義と体験を行ったが、1 つ 1 つに
かけられる時間が短かったことは否めない。「味覚」と
「栄養」の両方を取り上げることは重要だが、何回かに
分けて実施するなど、1 つ 1 つのテーマに時間をかける
などの工夫が必要であった。
３）本研究の限界
　本研究の対象者は、自分で公開講座の受講を希望した
地域住民であり、健康の維持・増進への関心が高い集団
であった。健康の維持・増進への関心が低い集団に対す
る教育的介入の効果は不明であり、この点が本研究の限
界と言える。また、本講座の対象者に対する教育効果に
ついては、追跡調査をしていないために長期的にみてど
れくらい教育効果があるのかは不明であるが、健康の維
持及び増進、生活習慣病予防の観点から、どのくらい教
育効果が継続されるかを把握する必要がある。この点に
ついては、今後の研究課題である。
Ⅴ．おわりに・謝辞
　「味覚」と「栄養」の両方に着目した健康教育を行い、
その効果を検討した。対象者の多くが、健康的な食生活
には「味覚」と「栄養」の両方が大切であることを、講
義と体験を取り入れた展開により深く理解できたと回答
した。しかし、2 時間で実施するには内容が多く、対象
者に負担感や「自分は講座を十分に活用できていないの
ではないか」という懸念を抱かせた面もあった。今後
も、地域住民の方々の健康の保持・増進に貢献するため
の効果的な教育方法について検討していきたい。
　「日本赤十字豊田看護大学看護学部公開講座 2012　生
活習慣を見直そう！（食生活）」にご参加くださり、本研
究にご協力くださいました皆様に、感謝申し上げます。
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